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ロタウイルスは人と動物の消化器感染症の主要な原因
の一つである［1-3］．ロタウイルスは，カプシドを構
成する VP6 の抗原性と遺伝学的特徴に基づいて Aから
H群の 8血清群に分類され，近年は，新たな血清群の候
補として I群も報告されている［4-6］．

C群ロタウイルス（RVC）は 1980 年に豚から初めて
検出され［7］，その後の抗体調査により A群ロタウイ
ルス（RVA）や B群ロタウイルス（RVB）と同様に日
本国内に広く浸淫していることが示されている［4, 8, 
9］．一方，哺乳豚の下痢便から検出されるロタウイルス
の多くは RVAであり［10］，それ以外の血清群による下
痢の発生事例に関する報告は少ない．
われわれは以前，管内の 1養豚場において，下痢を呈
する哺乳豚の糞便から RVCを検出し，その遺伝子のほ
ぼ全長を解析した［11］．本報では，当該事例における
下痢の発生状況や病性鑑定の概要を報告する．

材 料 及 び 方 法

発生農場の概要：発生農場は母豚 160 頭を飼養する

一貫生産農場である．子豚は 21 日齢で離乳し，28 日齢
で離乳舎へ，60 日齢で肥育舎に移動させる．また，分
娩舎は棟ごと，離乳舎は部屋ごとのオールインオールア
ウト方式としている．
発生状況等の詳細な調査：農場での臨床検査や畜主か
らの聞き取りにより，発生状況，発症豚の臨床症状，経
過及び生産成績への影響を調査した．
材料：2015 年 10 月 5 日に下痢を発症した 2～3 日齢
の哺乳豚 6頭（発症豚）の糞便及び生体 3頭（発症豚），
並びに下痢の集団発生が認められた際に臨床的に健康で
あった同日齢の哺乳豚 3頭（非発症豚）の糞便を病性鑑
定に供した．
細菌及び寄生虫学的検査：糞便と生体の剖検例から採
取した肝臓，脾臓，腎臓，心臓，肺，脳及び小腸内容物を
5％緬羊血液加寒天培地及び DHL寒天培地を用い，好
気培養（37℃，24 時間）した．小腸内容物については，
増菌培地としてハーナテトラチオン酸塩培地，選択分離
培地として DHL寒天培地を用いて定法によりサルモネ
ラの検出を試みた．また，糞便については，ろ過浮遊集
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要　　　　　約
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毛の萎縮及び粘膜上皮細胞の空胞変性が観察された．また，病原の検索では C群ロタウイルス（RVC）の特異遺伝子
が発症豚のみから検出されたことから，本症例への RVCの関与が示唆された．
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GTAC-3'），PCRVP7NA（5'-GGATATATGGCCCGAT 

GTCT-3'），と市販のキット（REDTaq ReadyMix PCR 

Reaction Mix with MgCl2, Sigma Aldrich, U.S.A.）を
用いて実施した．

成　　　　　績

発生状況等の詳細な調査：2015 年 10 月 4 日，分娩舎
において哺乳豚 1腹 5頭が下痢を呈した．翌日には同豚
舎で新たに哺乳豚 6腹約 60 頭が下痢を呈し，それらの
一部は嘔吐も呈していた．便の性状は一様に黄色水様性
であり，発症日齢が 2または 3日齢であった点と母豚に
異常な症状がまったく認められなかった点はすべての発
生に共通していた．発症豚の母豚の産歴や発症豚房の位
置には明確な偏りは認められなかった．
発症豚の腹腔内に生理食塩水 20mlを連日投与したと
ころ，3～5 日間で全頭回復した．しかし，それ以降も
1～3 日齢の哺乳豚に限局して，同様な下痢の集団発生
が 2～4 週間程度の間隔で周期的に認められたため（表
1），その都度すべての発症豚に同様の治療を施した．こ
の下痢の集団発生は 2016 年 3 月までの約 6カ月間にわ
たって繰り返されたが，その間，死亡率の増加は認めら
れなかった．また，発症豚のなかには離乳時に若干発育
が遅れる個体が見受けられたが，離乳後は順調に発育し
ておおむね本農場の平均的な出荷日齢で出荷された．
剖検所見：生体 3頭はいずれも胃に黄色または白色の
凝固したミルクが貯留して膨満し，小腸壁が軽度に菲薄
化していた（図 1）．そのほかには異常な所見は観察さ
れなかった．
細菌及び寄生虫学的検査：すべての糞便，臓器及び小
腸内容物から有意な病原細菌は検出されなかった．ま
た，いずれの糞便にもコクシジウムオーシストは認めら
れなかった．
ウイルス学的検査：RT-PCRでは PEDV，TGEV，

卵法によりコクシジウムオーシストの有無を確認した．
ウイルス学的検査：糞便と生体の剖検例から採取した
腸管組織を PBSで 20％（w/v）の懸濁液とし，10,000g
で 10 分間遠心して上清を 0.45µmのフィルターでろ過
した．それらから市販のキット（MagExtractor Viral 

RNA，東洋紡㈱，大阪）を用いて RNAを抽出し，豚流
行性下痢ウイルス（PEDV）及び伝染性胃腸炎ウイルス
（TGEV）の S蛋白質遺伝子［12, 13］，豚デルタコロナ
ウイルス（PDCoV）のM及び N蛋白質遺伝子［14］，
並 び に RVA，RVB 及 び RVC の VP7 遺 伝 子［15-
17］を標的とする RT-PCRに供した．なお，RT-PCR

は市販のキット（PrimeScript One Step RT-PCR Kit 

Ver.2，タカラバイオ㈱，滋賀）を用いて実施した．また，
発症豚の糞便と腸管組織の懸濁液上清については，同様
にろ過したうえでウイルス分離に供した．ウイルス分離
には CPK細胞を用い，37℃の静置培養で 3代継代して
CPEの有無を観察した．
病理組織学的検査：生体の剖検例から採取した肝臓，
脾臓，腎臓，心臓，肺，脳，胃及び腸管等を常法に従い
20％中性緩衝ホルマリン液で固定後，薄切し，ヘマト
キシリン・エオジン（HE）染色を実施し，腸管につい
ては同日齢の正常標本と比較した．また，抗 PEDV及
び TGEV血清（国研 農業・食品産業技術総合研究機
構 動物衛生研究部門，茨城），市販の免疫組織化学的染
色用キット（ヒストファインシンプルステイン
MAX-PO（MULTI）及びシンプルステイン AEC溶液，
㈱ニチレイバイオサイエンス，東京）を用い免疫組織化
学的染色を実施した．
浸淫状況及び感染源の調査：農場内における RVCの
浸淫状況や哺乳豚への感染源を把握することを目的に，
2015 年 10～11 月の下痢の発生時に，発症中の哺乳豚
11 頭（1～3 日齢）の下痢便並びに臨床症状が認められ
なかった離乳舎の豚 35 頭（28～60 日齢），肥育舎の豚
38 頭（60～150 日齢），ストールの妊娠豚 18 頭及び発
症豚に授乳する母豚 8頭の糞便を採取し，RVCの VP7
遺伝子を標的とする RT-nested PCRを実施した．RT-
PCR（1st）は前述の病性鑑定と同様の方法で，2nd 

PCRは濱野ら（胃腸炎ウイルスの研究（平成 15 年度），岡山
県環境保健センター年報，28，79-92（2004））が設定したプ
ラ イ マ ーPCRVP7NS（5'-TCTTTTTAAATGGTTT 

表 1　各豚舎及び日齢における下痢の発生状況

豚舎 日齢 下痢の発生状況

分娩舎 0～3日齢 2～4週間おきに集団発生
4～28 日齢 発生なし

離乳舎 29～60 日齢 発生なし

肥育舎 61 日齢～出荷 発生なし

図 1　腹腔
小腸壁が軽度に菲薄化している（矢頭）．
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方，下痢の集団発生時に採取した非発症豚の糞便からは
RVCは検出されなかった．以上のことから，本農場に
おける下痢の集団発生への RVCの関与が示唆された．

RVCによる下痢の発生に関する海外の報告には，8～
9 週齢の肥育豚の発症例もみられるが［18］，好発日齢
は哺乳豚や離乳豚であると考えられる［7, 19-21］．特
に，Morinら［21］は RVCによる下痢の発生状況を詳
細に報告しており，生後 24～48 時間で水様性の下痢を
発症して数日で回復したことや，6カ月間にわたり周期
的な集団発生が認められたことを報告しており．本農場
における下痢の発生状況と類似している．一方，RVC

による死亡率については，5～10％や 20～25％であっ
たとする報告がある［19, 21］．また，ノトバイオート
豚を用いた感染実験においては，生後 72 時間までに
RVCに暴露された 10 頭のうち 9頭が死亡したと報告さ
れている［22］．しかし，本農場では下痢による死亡率
の増加は認められず，加えて発症豚の出荷日齢の遅れも
ほとんどみられなかった．その理由として，本農場では
すべての発症豚の腹腔内に生理食塩水を投与したことに
より下痢に伴う重篤な脱水が避けられたため，既報との
死亡率の差が生じたと考えられた．
浸淫状況及び感染源の調査において，離乳舎及び肥育
舎の下痢を呈していない豚から RVCの特異遺伝子が検
出されたことから，RVCは農場内に広く浸淫していた
と考えられた．一方，哺乳豚からは RVCの特異遺伝子
が検出されたものの，母豚から遺伝子は検出されず，本
調査では感染源としての母豚の役割について言及するこ
とはできなかった．しかし，分娩前後の母豚の糞便から
ロタウイルスが検出された報告があることから［23］，
母子感染の有無を明らかにするためにはさらに詳細な調
査が必要である．

PDCoV，RVA及び RVBは発症豚，非発症豚ともすべ
て陰性であった．一方，RVCは発症豚 6頭すべての糞
便及び生体 3頭のうち 1頭の腸管組織が陽性で，非発症
豚はすべて陰性であった．ウイルス分離では，3代継代
後も CPEは観察されなかった．
病理組織学的検査：生体の剖検例 3頭のいずれにも空
腸から回腸の絨毛における軽度～中等度の萎縮と粘膜上
皮細胞の空胞変性が認められた（図 2，3）．PEDV及び
TGEVに対する免疫組織化学的染色では，いずれの抗
原も検出されなかった．
浸淫状況及び感染源の調査：発症中の哺乳豚 11 頭は
すべて陽性，離乳舎の豚 35 頭のうち 6頭（17.1％），肥
育舎の豚 38 頭のうち 9頭（23.7％）が陽性，ストール
の妊娠豚 16 頭及び発症豚に授乳する母豚 8頭はすべて
陰性であった（表 2）．

考　　　　　察

病性鑑定において，病理組織学的検査により発症豚に
小腸絨毛の萎縮と粘膜上皮細胞の空胞変性といったウイ
ルス性腸炎を疑う所見が観察された．また，病原の検索
では RVCの特異遺伝子のみが発症豚 6頭すべての糞便
及び生体 3頭のうち 1頭の腸管組織から検出された．一

図 3　正常標本及び発症豚の空腸
正常標本（左）に比べて発症豚（右）は粘膜上皮
細胞に空胞変性が散見される（HE染色　Bar＝20
µm）．

表 2　浸淫状況及び感染源の調査

調査対象豚 RVC＊

発症豚（1～3日齢） 11/11
離乳舎の豚（28～60 日齢） 　6/35
肥育舎の豚（60～150 日齢） 　9/38
ストールの妊娠豚 　0/16
発症豚に授乳する母豚 　0/　8

＊陽性頭数／検査頭数

図 2　正常標本及び発症豚の空腸
同日齢の正常標本（左）に比べて発症豚（右）は
絨毛が中等度に萎縮している（HE染色　Bar＝200
µm）．
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豚に下痢を引き起こす原因は多様であり，それによる
経済被害を最小限に抑えるには迅速な鑑別診断とその結
果に応じた適切な対応が望まれる．本事例から，RVC

による下痢の発生時においては，対症療法による脱水予
防は生産性の維持に有効であると考えられた．その一方
で，度重なる下痢の集団発生に際して実施された治療
は，労力や費用の増加につながる．RVCに対する有効
な対応策を示すために，より詳細かつ広範囲な調査を実
施して RVCの感染源を明らかにする必要がある．
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Outbreaks of Diarrhea Suspected to be Caused by Group C Rotavirus  
in Suckling Piglets
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1) Tochigi Prefectural Kennan Livestock Hygiene Service Center, 1439-20 Soujya, Tochigi, 328-
0002, Japan 
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SUMMARY

A farrow-to-finish operation with 160 sows had periodic outbreaks of diarrhea.  During the outbreaks, which 
recurred ever y 2 to 4 weeks, only suckling piglets that were 1 to 3 days old developed diarrhea.  All the piglets 
that developed diarrhea were treated symptomatically and recovered in 3 to 5 days.  Barely any negative ef fects 
on mor tality and daily gain were obser ved on the farm.  Necropsies of the piglets revealed thinning of the 
small intestinal wall.  Histopathological examinations revealed atrophy of the intestinal villi and vacuolization 
of the mucosal epithelial cells of the small intestine.  Only the piglets that developed diarrhea were positive for 
group C rotavirus (RVC) by RT-PCR, which suggests that the outbreaks of diarrhea were associated with RVC 
infection. ─ Key words : diarrhea, rotavirus, suckling piglets.
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